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キヤノンマーケティングジャパングループのキヤノン IT ソリューションズ株式会社（本社：東京都港区、代表取締役
社⻑：須⼭寛、以下キヤノン ITS）は、「SuperStream-NX 固定資産管理」のオプションとして、ファーストアカウン
ティング株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社⻑：森啓太郎、以下 FA 社）が提供する「Steward・新
リース会計基準」を 2026 年 9 月 30 日より提供開始します。 
本製品は、契約書を AI で解析し、契約がリースに該当するかどうかの判定を支援するものです。新リース会計基
準への対応に伴い、企業が負担となりやすい契約書確認、リース該当性の判定、判定根拠の確認といった業務
の効率化を実現します。 

 

 

 

 

 

■背景 
2027 年 4 月 1 日以後に開始する事業年度から適用される新リース会計基準により、企業にはリース取引の網羅的
な把握と適切な管理が求められます。賃貸借契約だけでなく、業務委託契約やサービス利用契約の中にもリースに該
当する取引が含まれる可能性があるため、契約内容の確認や判定業務への対応が重要な課題となっています。 
一方で、リース該当性の判定には、会計基準と契約内容の双方に関する専門知識が必要であり、対象契約が多い
企業では、契約書の収集から判定、判定根拠の記録まで経理・財務部門を中心に大きな実務負荷が発生すること
が想定されます。 
こうした状況に対応するため、キヤノン ITS は、FA 社が提供する AI による契約書解析とリース該当性判定を行う
「Steward・新リース会計基準」を「SuperStream-NX 固定資産管理」のオプションとして組み合わせることで、契約書
の確認からリース該当性の判定、その後のリース管理および会計処理まで、企業の正確かつ効率的な新リース会計基
準対応を幅広く支援します。 
 
■特⻑ 
 AI による契約書解析とリース該当性判定の効率化 
契約書の内容を AI が解析し、新リース会計基準に基づいて、契約にリースが含まれている可能性を判定します。担当
者が契約書を一件ずつ読み込み、該当箇所を確認する作業を AI が支援することで、契約書確認業務の効率化を図
ります。また、担当者の知識や経験による判定のばらつきの抑制にも貢献します。 
 
 判定結果と判定根拠を提示 
AI による判定結果だけでなく、判定の根拠となる契約書の該当箇所や判定理由を含む結果を一覧形式で出力しま
す。担当者は提示された情報をもとに判定結果を確認できるため、確認作業の効率化に加え、社内説明や監査対
応に必要な判定根拠の確認を容易にします。 
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■展望 
キヤノン ITS は、FA 社が提供する技術と「SuperStream-NX」を組み合わせた経理業務の効率化を推進し、企業の新
リース会計基準への対応とバックオフィス DX の推進に貢献していきます。 

今後は、「SuperStream-NX 固定資産管理」との連携を強化し、契約書の AI 判定からリース情報の登録・管理、会
計処理までをシームレスにつなぐことで新リース会計基準対応業務全体の効率化を実現するソリューションへと発展させ
ていきます。 

※「Steward・新リース会計基準」は、ファーストアカウンティング株式会社が開発する製品です。 
※構想中の連携内容は、今後変更となる場合があります。 

 

■ファーストアカウンティング社からのエンドースメント  
このたび、キヤノン ITS と提携し、ファーストアカウンティングの「Steward・新リース会計基準」を多くの企業様にご活用い
ただけることを大変嬉しく思います。 
新リース会計基準への対応においては、契約内容の確認や必要な情報の収集・整理など、企業の実務に大きな負担
が生じると想定されます。キヤノン ITS の「SuperStream-NX 固定資産管理」に、ファーストアカウンティングの AI 技術を
活用した判定支援を組み合わせることで、こうした実務負担の軽減と、より円滑な新基準への対応に貢献できるものと
期待しております。 
今後もファーストアカウンティングは、企業の経理・財務業務の効率化と高度化に貢献してまいります。 
ファーストアカウンティング株式会社 
代表取締役社⻑ 森 啓太郎 

 

「SuperStream-NX」は、⻑年培ってきた数多くの導入実績に裏
打ちされた、ノウハウと最新テクノロジーを結集し、企業のバックオフ
ィスの中核業務（財務会計/人事/給与）の最適化を実現する
ソリューションです。 
30 年近く市場の声に耳を傾け、11,000 社以上のお客さまに活用
いただきながら、機能を磨き続けてきた経営基盤ソリューションで
す。バックオフィス業務の負担を軽減するべく、“経理部/人事部ファースト”な思想を取り入れており、高度なテクノロジー
を実装することで圧倒的な使いやすさを実現します。 
 
＜特⻑＞ 
 操作性の良さ 

一覧入力や拠点入力に対応した、ユーザーにやさしい入力画面、ソートやフィルターの設定ができる Excel ライクな
仕様の照会画面です。また、集計結果をグラフで表現する「ReportPlus」や、ピボットレポートなどデータ出力機能
も充実しています。 

 グループ経営対応 
個社のみならず、グループ各社の会計情報をシームレスに集約/更新し、グループ全体の決算早期化を実現します。

 報道関係者のお問い合わせ先 
 一般の方のお問い合わせ先 
 SuperStream ホームページ 
 ニュースリリースホームページ 

：企画本部  広報担当 03-6701-3603（直通） 
：SuperStream-NX 製品担当 https://form.reg.canon-its.co.jp/di/accounting/inquiry 
：https://www.canon-its.co.jp/solution/industry/cross-industry/superstream 
：https://corporate.jp.canon/newsroom 

「SuperStream-NX」について 
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またマルチカンパニー機能を標準装備し、会社間取引の計上や、支払いの集中化に対応しています。さらに海外の
子会社に対しては、Web システムのメリットを生かすことで、より容易かつ低コストでシステムを展開することが可能
です。 

 柔軟なシステム連携 
外部 API の呼び出しにより、生産管理システムや販売管理システムなど、さまざまな他システムとの柔軟な連携を
実現します。また CSV など外部データの取り込みも可能です。お客さまが蓄積された既存資産を無駄にすることな
く、そのまま有効活用できます。 

 柔軟で低コストな導入と運用 
企業の規模やニーズに合わせて選択いただける導入形態をご用意しています。グループ内の国内拠点は On-
Premise（パッケージ導入型）、海外拠点は SaaS 対応版と使い分けるなど、システム運用の簡素化を実現し、
IT 投資コストを大幅に削減可能です。 
 


